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2025.1.15田原社協

Council of Social Welfare at Tahara City

第128号

季節のお便りもくじ

撮影者◦東三河写真倶楽部　折原麻子氏　撮影場所◦田原市内

小さな幸せ
菜の花には、「元気いっぱい」や「明るさ」など、黄色い花のイメ

ージに合った花言葉がいくつかあります。その中の一つに「小さな幸せ」
という言葉があります。小さな花がたくさん集まって咲く姿が由来と言
われています。

菜の花のように、日常の中に散りばめられた「小さな幸せ」をたく
さん見つけて、「大きな幸せ」につなげていけるように、日々を大切
に過ごしていきたいですね。

 2～3
年頭ごあいさつ、歳末たすけあい運動、

「第38回 福祉のつどい」を開催しました
 4～5

　福祉団体の活動紹介
 6～7

　ボラ活通信、「傾聴ボランティア講座」参加者募集
 8

　心配ごと相談
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「令和6年能登半島地震災害義援金」にご協力ありがとうございます。
●泉校区コミュニティ協議会　様（令和6年11月15日～令和6年12月31日）

令和6年12月1日～31日の歳末たすけあい運動の期間において、以下の皆さまにご協力をいただきました。
⃝街頭募金
　ボーイスカウト愛知連盟穂の国地区田原第1団　様
　明るい社会づくり推進協議会  田原地区　様
⃝学校募金

蔵王こども園　様　　漆田保育園　様　　市内小中学校　様
愛知県立福江高等学校　様　　愛知県立成章高等学校　様　
⃝個人・法人・職域・個別募金
　企業、関係団体、地域の皆さま

募金は、地域福祉のために活用させていただきます。ご協力ありがとうございました。
募金額の集計につきましては、3月号の社協だよりでご報告させていただきます。

▲田原南部小学校  様 ▲漆田保育園  様

田 原 福 祉 セ ン タ ー

「第38回 福祉のつどい」
を開催しました

ラ ラ グ ラ ン ま ち な か 広 場
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。
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。
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が
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が
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。
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と
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。
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赤い羽根共同募金（歳末たすけあい運動）
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田 原 福 祉 セ ン タ ー

「第38回 福祉のつどい」
を開催しました

ラ ラ グ ラ ン ま ち な か 広 場

令和6年11月17日(日）、田原福祉センター・ララグランまちなか広場で、「今  つながろう」を
テーマに「第38回福祉のつどい」を開催しました。

田原福祉センターでは、渥美虹の会の和太鼓をオープニングに、ボランティア団体等の活動発表
や活動紹介をはじめ、ゆるくつながるカフェ、はたらく車の展示、出張子ども食堂など、楽しみな
がら“人と人とのつながり”の大切さを感じていただく企画を行いました。

ララグランまちなか広場では、ダンスなどの活動発表や竹ドーム・木のおもちゃの体験のほか、
キッチンカーの出展もあり、たくさんの方で賑わっていました。

また、地域福祉に功績のあった個人・団体と、赤い羽根協賛児童生徒作品コンクールの優秀作品
の表彰も行い、福祉活動や健康増進、地域づくりを身近に感じていただけたと思います。

小さなお子さんから高齢者まで、多くの方々にご来場いただき、誠にありがとうございました。
また、運営にご協力をいただきました福祉・ボランティア関係団体の皆様にも感謝申し上げます。



田原市子ども会連絡協議会 心温まる作品づくり　～サロン はまなす会～

田原市にて「第63回愛知県身体障害者福祉大会」が開催されました田原市母子寡婦福祉会

田原市老人クラブ連合会
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令和6年12月8日（日）、「障害者週間」にあわせ、田原文化会
館で「第63回愛知県身体障害者福祉大会」が開催され、名古屋
市を除く愛知県下の各市町村から320名が参加しました。

この大会は愛知県内の身体障害者団体が一堂に会し、長年ご
尽力いただいた会員の表彰や、障害者福祉の更なる増進のため
に、毎年開催されています。

田原市からは以下の方々が受賞されました。
〇愛知県知事表彰（自立更生者）　小柳津保弘さん
〇愛知県社会福祉協議会会長顕彰（更生援護功労者）　中神恭子さん
〇愛知県身体障害者福祉団体連合会会長表彰（更生援護功労者）太田秀郎さん

田原福祉センターでは、様々なサロン活動が行われていま
す。その中で作品づくりを行っているサロン「はまなす会」
をご紹介します。

はまなす会は平成28年度に発足したサロンで、70代から
80代の会員の方が参加されています。干支の飾りや折り紙、
フエルトを使った作品づくりから編み物まで、活動内容は
様々です。

会が発足した当初は、市内全保育園で折り紙紙芝居を披露したり、折り紙教室を開催する
など、様々な活動を行っていました。折り紙紙芝居で使うパーツの制作では、会員の中で自然と役割が決
まり、お互いが教え合いながら1つ1つパーツを作成しました。当時を振り返って、会員の方は「登場人

物の衣装合わせなど、大変なこともあったけど、1つの作品
を作り上げることで会員の心が一つになった」と懐かしそ
うにお話されていました。

コロナの影響もあって、折り紙紙芝居を披露する機会も
少なくなりましたが、コロナ前から続いている学童保育で
の活動は、現在も継続して行っています。

はまなす会では、地域の違う方々が集まっておしゃべりをしながら一緒に作品作りをしています。年齢
や地域は問いませんので、興味のある方はお気軽にご参加ください。

「障害者週間」は、毎年12月3日から9日までの1週間です。国民の間に広く障害者の福祉についての関心と
理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高め
ることを目的としています。

作品作りの様子 田原福祉センターにもたくさんの作品が飾ってあります

はまなす会　日時：毎週月曜日9時～15時　場所：田原福祉センター



田原市子ども会連絡協議会 心温まる作品づくり　～サロン はまなす会～

田原市にて「第63回愛知県身体障害者福祉大会」が開催されました田原市母子寡婦福祉会

田原市老人クラブ連合会
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田原市老人クラブ連合会では、魅力あるクラブ活動を目指して様々な
行事を開催しています。

令和6年6月12日（水）に、知多市老人クラブ連合会の視察研修会が
田原文化会館で行われました。田原市老連は事業や女性部会の活動を発
表しました。知多市からは57名がお越しになり、両市が抱える課題や解
決に向けた取組を報告しました。出席した方からは、「とても勉強になった」、「活動に
誇りを持っていることが伝わった」とのお声がありました。

また、11月29日（金）に開催した「第36回芸能歌謡発表会」では、歌やマジック、
舞踊などが披露され、素晴らしいステージになりました。

芸能発表とあわせて、連合会に趣味のグループとして登録している団体も含め、26
名の方が手芸や絵画を展示しました。

田原市老人クラブ連合会では、各種行事以外にも、各地域での趣味のグループ活動
も随時行っています。興味のある方は、お気軽にお問合せください。

田原市母子寡婦福祉会は、ひとり親家庭のお母さん・お父さん、寡婦の方々が、お互いに助け合い、悩
みや課題を共有しながら、生活の向上を図ることを目的に活動しています。

現在、ひとり親家庭の方の会員を募集しています。同じ立場の方々と一緒に、仲間づくりや交流をしま
せんか。

会員になると…
・新入学児童のお祝い
・県母子寡婦福祉大会へ参加
・資格取得費用の一部負担
・他町母子寡婦福祉会との交流
・イベントの案内　　などがあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年会費は1,000円です。お気軽にお問合せください。

田原市内の単位子ども会の中で、代表の6年生が「子ども
会リーダー」として活動しています。

中学生以上のジュニアリーダーから、レクリエーション
や工作を教えてもらい、季節の行事を体験したり、交通少
年団として交通安全の啓発活動を行っています。

現在、子ども会
リーダー、ジュニ
アリーダーとして
活躍してくれる子
を募集しています。私たちと一緒に楽しく活動しましょう！

また、市子連の行事を手伝ってく
ださるボランティアの方も募集して
います。興味のある方はご連絡くだ
さい。

令和6年11月29日（金）
第36回芸能歌謡発表会

令和6年6月12日（水）
知多市老人クラブ連合会視察研修会

令和6年12月1日（日）
クリスマス会

令和６年７月２６日（金）
交通少年団集合訓練（メディアス体育館おおぶ）

設楽町母子寡婦福祉会との交流会

連絡先 　田原市社会福祉協議会　TEL23-0610



6

子どもが英語を話せるようになってほしくて、「何か習わせたい」と思いましたが、自分は英語が好き
なのに話せないことに気づきました。そこで、言語との触れ合い方を変えてみようと思い、現在のよう
な活動を始めました。

活動の中で、一番やりがいを感じるのはどんな時ですか。

活動をしている中で、困ったことはありますか。

会員

社協

この活動を始めたきっかけは何ですか。

社協…
会員…
社協…
会員…
社協…
会員…
社協…
会員…

「外国語といえば英語、英語といえば話せないから難しい」この悪循環を取り払うことが難しいです。
「外国語といえば多言語、多言語といえば楽しい」そんな風にみんなの意識が変わったらHappy です。

普段の生活の中で、外国の方に出会ったときに話しかけたり、触れ合うことで、笑顔が返ってくる時です。

これから新たに始めていきたいことはありますか。

イベントへの積極的な参加です。子どもたちを中心とした様々な世代へ、多言語の楽しさを広めていき
たいです。

　今回は、「ヒッポファミリークラブ」を紹介します。
　「ヒッポファミリークラブ」は、主
に多言語の自然習得を目指して様々
な活動をしています。 多言語によっ
て世界に開かれた心を育むことを目
的としています。

　傾聴とは、相手の話を否定せず、ありのままを受けとめ、プラスに評価しながら聴くことです。
　皆さんも、「傾聴」について学び、日々の暮らしやボランティア活動に役立ててみませんか。

❖日　 時 3月1日（土）講義
3月8日（土）講義・グループワーク
14時～16時

❖場　 所 田原福祉センター
3階大会議室（田原市赤石二丁目2番地）

❖講　 師 愛知大学　文学部　教授　鎌倉　利光　氏
❖定　 員 30名
❖参 加 費 無料
❖申込締切 2月21日（金）
❖申込み・問合せ　田原市社会福祉協議会　TEL23-0610

▲昨年度の講座の様子

ボランティア活動に興味がある方は、お気軽にボランティアセンターまでお問い合わせください。

田原市社会福祉協議会ボランティアセンター　TEL23-0610

「傾聴ボランティア講座」参加者募集
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　フードバンクとは、ご家庭に眠っている食品やさまざまな理由で廃棄される
食料を企業や個人の方から寄付していただき、食料支援を必要としている生活
困窮世帯、団体、こども食堂などに無償で提供する活動です。田原市社会福祉
協議会では令和４年度からフードバンク活動を実施しています。
　寄付いただけるものがありましたら、少量でも構いませんのでご協力をお願
いします。

寄付していただきたいもの
　お米、インスタント食品、レトルト食品、缶詰、瓶詰類、
　ふりかけ類、乾麺、乾物類、調味料、贈答品、非常食、
　生理用品　他
受付できないもの

　賞味期限が1か月未満のもの
　開封済みのもの
　アルコール類（みりん、料理酒を除く）

　高齢者の生きがいと健康づくりを応援するため、「あいちシルバーカレッジ」を開講します。

❖日　 時 令和7年4月～翌年3月（全30日程度）　10時～16時
❖会 場 豊橋市民センター（カリオンビル）（豊橋市松葉町2-63）
❖対　 象 県内在住の満60歳以上（昭和40年4月1日以前生まれ）の方

※過去に在籍した方を除きます。
❖定　 員 文化教養学科　80人（抽選）
❖料 金 年額23,300円（予定）
❖申し込み 専用申込書を2月3日（月）必着で郵送
❖そ の 他 専用申込書は、募集パンフレットとともに田原市役所高齢福祉課、田原市社会福祉協議会で配布。
❖問 合 せ 愛知県社会福祉協議会福祉生きがいセンター

　　　　　TEL（052）212-5521　ホームページ http://aichoju.ec-net.jp/

伊良湖オーシャンリゾート　様

三河海苔問屋協同組合　様

ナプキン

〔令和６年１０月1日～１２月20日受付分〕

ご寄付ありがとうございました

◦イノチオホールディングス株式会社　様
◦伊良湖オーシャンリゾート　様
◦豊橋信用金庫田原支店　様
◦神戸仏教会　様
◦中山自治会　様
◦三河海苔問屋協同組合　様
◦山﨑康平　様
◦匿名（個人３8件、企業３件）

令和7年度  あいちシルバーカレッジ豊橋  募集案内

問合せ 　田原市社会福祉協議会　TEL23-0610

食品・生理用品の寄付にご協力をお願いします
〜フードバンク活動〜
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社協だより2頁をご覧ください。ヒント

ご寄付ありがとうございました。ご寄付ありがとうございました。
令和6年11月6日～令和6年12月27日

ふくしクイズ
問
題 今年の干支は何でしょうか。

ハガキに答え、郵便番号、住所、氏名、ご感想をお書き添えのうえ、ご応募ください。
●締　切 ： 2月21日(金)《当日消印有効》
  抽選で5名の方に図書カードをお送りします。
●応募先 ： 〒441-3422 田原市赤石二丁目2番地　田原市社会福祉協議会
※11月号の応募数は15通でした。ご応募ありがとうございました。

こんな時、こんなお金を…
・お祝い事、ご香典の一部
・各種チャリティーバザーの益金
・商店の開店等の記念行事の一部
・福祉のために役立てようと思った時
※所得税や法人税などについて、優遇措置があります。

●コープあいち災害支援の会　様
●前田昌伸　様
●木全一幹　様
●匿名　1件

❶ 巳（み）　　❷午（うま）　　❸未（ひつじ）

田原市赤石二丁目2番地
TEL 23-0610   23-3970
E-mail  info@tahara-shakyo.or.jp
URL  http://tahara-shakyo.or.jp

編集･発行　  社会福祉法人　田原市社会福祉協議会

たはら社協だよりは、社協会員の皆さまからお寄せいただいた会費の一部が充てられています。

月 日 時　間 開催地区

1
7(火) 13:30～16:00 渥 美 ○ ○ ○
8(水) 13:00～16:00 田 原 ○ ○ ○ ○

15(水) 13:00～16:00 田 原 ○ ○ ○ ○

2

4(火) 13:30～16:00 渥 美 ○ ○ ○
5(水) 13:00～16:00 田 原 ○ ○ ○ ○

12(水) 13:00～16:00 赤 羽 根 ※
19(水) 13:00～16:00 田 原 ○ ○ ○ ○
27(木) 13:00～16:00 田 原 ○

3
4(火) 13:30～16:00 渥 美 ○ ○ ○
5(水) 13:00～16:00 田 原 ○ ○ ○ ○

19(水) 13:00～16:00 田 原 ○ ○ ○ ○

　生活上の悩みごとや心配ごとの相談に応じます。
　法律的な相談には弁護士が対応し、解決のための方向性等を助言します。
◎対 象 者　田原市に住所を有し在住している方。
◎相談方法　弁護士等による面談方式です。
◎相談時間　1回の相談時間は30分以内です。
　＊相談は、すべて予約が必要です（2か月以上先の予約はできません）。
　＊同一内容でのご相談は原則1回限りとします。
　＊台風などの悪天候によっては、開催が中止となる場合があります。
　＊ご不明な点につきましては、予約の際にご確認ください。
◎スケジュールは以下のとおりです。

秘密は厳守されますので、
安心してご相談ください。
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◆開催場所、予約申込先
　 田原 　田原福祉センター　TEL 23-0610　　　 渥美 　あつみライフランド　TEL 33-0279
　(希望される会場に直接お申し込みください。）
　※赤羽根地区(赤羽根福祉センター）での行政相談をご希望の方は、田原福祉センター TEL 23-0610へご連絡ください。
　※お申込みの受付けは平日のみです。（土日及び祝日のお申込みは受付できません。）

『心配ごと相談』

無料で弁護士に相談ができます。無料で弁護士に相談ができます。


